	志願者名
	


　帰国生用　
　分類１の１～３番の項目をお読みいただき、該当する場合は、チェック欄①～③にチェック✔ を付けてください。また、分類２の住居に関する証明の内から、用意できるものの記号（ア～サ）を○で囲み、チェック欄④にチェック✔ を付けてください。加えて、分類３の外国の在留期間及び帰国時期に関する証明の内から、用意できるものを記載し、チェック欄⑤～⑥にチェック✔ を付けてください。
　全てのチェック欄にチェック✔が付いた場合は、この用紙も含め「審査に必要な書類一覧」に記載されている書類をそろえて審査にお越しください。

　全てのチェック欄にチェック✔が付かない場合は、この用紙と筆記用具を準備して支援教育課学事・教務グループ（TEL06-6941-0351　内線4736）までお電話で問い合わせください。
	分類
	番号
	項　目
	備　考
	ﾁｪｯｸ

欄

	１
	１
	国内の卒業（予定）校又は日本人学校を卒業する。
	※外国の現地校の卒業の方は、事前相談が必要です。
	①
□

	
	２
	令和６年３月31日までに本人の住所が府内（通学区域内）になることが確実である。
	
	②
□

	
	３
	支援学校へ入学手続きをするため本人が府内（通学区域内）に一時的に転居し、入学後本人が府外に再び転居する予定はない。
	
	③
□

	２
	令和６年４月１日に居住を予定している住居に関する証明のうち、用意できるものをア～サから一つ選び○をつけてください。
	※ア～ケについては、令和６年３月31日までに入居可能であることが確認できるものに限ります。
	④
□


	
	１
	本人等名義の持ち家（購入手続き中を含む。）の場合

　ア「登記事項証明書」（令和５年11月１日以降に発行された原本）

　未登記の場合

　イ「売買契約書の写し」

ウ「新築家屋検査済証の写し」
エ「工事請負契約書の写し」
	※購入手続き中の場合は、受渡し期日(令和６年３月31日以前の日付)が明記されているものを用意してください。
	

	
	２
	本人等が契約する賃貸住宅の場合（使用貸借を含む）
　オ「家屋賃貸契約書の写し」
カ「借家賃貸料領収書の写し」
キ「使用貸借を証明する書類の写し」
	※借り上げ社宅の場合は、契約者が本人等の雇用主でもよいが入居者名に本人等名が記載されているものを用意してください。
	

	
	３
	社宅・官舎の場合

ク「入居証明書」

　ケ「割当証明書」
	※「入居証明書」「割当証明書」には、次の事項が記載されたものを用意してください。

　入居（予定）年月日

　入居（予定）場所（住所）
　入居（予定）者全員の名前

※社印（公印）を押したものであるものを用意してください。
	

	
	４
	本人が所有又は契約していない家屋の場合
　コ「居住承諾書」
	※コの様式は府教育庁にて発行します。
学事・教務グループまでお電話で問い合わせください。
※別途、家屋を所有又は契約している者の
ア～ケのいずれか一つが必要になります。
	

	
	５
	現在、本人が府内（通学区域内）に居住（住民登録されている）している場合
　サ　府内（通学区域内）に居住している本人の
「住民票の写し」

（令和５年11月１日以降に発行された原本）
（マイナンバーが記載されていないもの）」

	
	

	３
	１
	外国の在留期間に関する証明

　用意する書類

（　　　　　　　　　　）
	※外国で在籍した学校が在籍期間を証明する書類又は、本人が勤務する会社等が証明する在職期間を証明する書類等

※本人のパスポートの写し（生年月日、名前、出入国の期日のスタンプ欄に印字されているもの）でも可とします。

	⑤
□

	
	２
	帰国時期に関する証明

　用意する証明

（　　　　　　　　　　）
	※帰国者センター等の証明

※外国の在留期間に関する証明にパスポートの写しを提出する場合は、帰国時期に関する証明についてもパスポートの写しとすることができます。
	⑥
□

	【備考問合せ日：令和　　　年　　　月　　　日
担当：（　　　　　　）


＊【備考】欄は、すべての欄にチェック✔が付かず、支援教育課学事・教務グループに問い合わせた際にメモとして使用してください。
(セルフチェック用紙)





ア～サのいずれか一つに○を付け、


その証明書が用意できる














